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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月17日(2015.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）本発明の有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法は、素子基板上に複
数のトランジスタを形成する工程と、前記複数のトランジスタ上に平坦化膜を形成する工
程と、前記平坦化膜上に、前記複数のトランジスタとそれぞれ電気的に接続される、複数
の有機エレクトロルミネッセンス発光素子を形成する工程と、を有し、前記複数の有機エ
レクトロルミネッセンス発光素子を形成する工程が、前記平坦化膜上に複数の陽極を形成
する工程と、前記複数の陽極の上面全体及び端面全体を覆うと共に、前記複数の陽極の前
記上面及び前記端面に接触するように有機層を形成する工程と、前記有機層上に陰極を形
成する工程と、を有し、前記有機層を形成する工程が、高分子材料を含む高分子有機層を
形成する工程と、前記高分子有機層上に発光層を形成する工程と、を有し、前記高分子有
機層は、隣り合った２つの前記陽極の間にある前記平坦化膜の全体と接触する、ことを特
徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（２）本発明の有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法は、素子基板上に複
数のトランジスタを形成する工程と、前記複数のトランジスタ上に平坦化膜を形成する工
程と、前記平坦化膜上に、前記複数のトランジスタとそれぞれ電気的に接続される、複数
の有機エレクトロルミネッセンス発光素子を形成する工程と、を有し、前記有機エレクト
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ロルミネッセンス発光素子を形成する工程が、前記平坦化膜上に複数の陽極を形成する工
程と、前記複数の陽極の上面全体及び端面全体を覆うと共に、前記複数の陽極の前記上面
及び前記端面に接触するように有機層を形成する工程と、前記有機層上に陰極を形成する
工程と、を有し、前記有機層を形成する工程が、斜方蒸着により、低分子材料を含む低分
子有機層を形成する工程と、前記低分子有機層上に発光層を形成する工程と、を有し、前
記低分子有機層は、隣り合った２つの前記陽極の間にある前記平坦化膜の全体と接触する
、ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（３）本発明の有機エレクトロルミネッセンス表示装置は、素子基板と、前記素子基板
上に形成された複数のトランジスタと、前記複数のトランジスタ上に形成された平坦化膜
と、前記平坦化膜上に形成され、前記複数のトランジスタとそれぞれ電気的に接続された
複数の有機エレクトロルミネッセンス発光素子と、を有し、前記有機エレクトロルミネッ
センス発光素子が、前記平坦化膜上に形成された複数の陽極と、前記複数の陽極の上面全
体及び端面全体を覆うと共に、前記陽極の前記上面及び前記端面に接触するように設けら
れた有機層と、前記有機層上を覆う陰極と、を有し、前記有機層は、高分子材料を含む高
分子有機層と、前記高分子有機層上に形成された発光層と、を有し、前記高分子有機層は
、隣り合った２つの前記陽極の間にある前記平坦化膜の全体と接触する、ことを特徴とす
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（４）本発明の有機エレクトロルミネッセンス表示装置は、素子基板と、前記素子基板
上に形成された複数のトランジスタと、前記複数のトランジスタ上に形成された平坦化膜
と、前記平坦化膜上に形成され、前記複数のトランジスタとそれぞれ電気的に接続された
複数の有機エレクトロルミネッセンス発光素子と、を有し、前記有機エレクトロルミネッ
センス発光素子が、前記平坦化膜上に形成された複数の陽極と、前記複数の陽極の上面全
体及び端面全体を覆うと共に、前記複数の陽極の上面及び端面に接触するように設けられ
た有機層と、前記有機層上を覆う陰極と、を有し、前記有機層は、低分子材料を含む低分
子有機層と、前記低分子有機層上に形成された発光層と、を有し、前記低分子有機層は、
隣り合った２つの前記陽極の間にある前記平坦化膜の全体と接触する、ことを特徴とする
。
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　素子基板上に複数のトランジスタを形成する工程と、
　前記複数のトランジスタ上に平坦化膜を形成する工程と、
　前記平坦化膜上に、前記複数のトランジスタとそれぞれ電気的に接続される、複数の有
機エレクトロルミネッセンス発光素子を形成する工程と、を有し、
　前記複数の有機エレクトロルミネッセンス発光素子を形成する工程が、
　前記平坦化膜上に複数の陽極を形成する工程と、
　前記複数の陽極の上面全体及び端面全体を覆うと共に、前記複数の陽極の前記上面及び
前記端面に接触するように有機層を形成する工程と、
　前記有機層上に陰極を形成する工程と、を有し、
　前記有機層を形成する工程が、
　高分子材料を含む高分子有機層を形成する工程と、
　前記高分子有機層上に発光層を形成する工程と、を有し、
　前記高分子有機層は、隣り合った２つの前記陽極の間にある前記平坦化膜の全体と接触
する、
　ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法において、
　前記陽極に重畳しない箇所に設けられた前記高分子有機層の膜厚は、前記陽極に重畳す
る箇所に設けられた前記高分子有機層の膜厚よりも大きい、
　ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項３】
　素子基板上に複数のトランジスタを形成する工程と、
　前記複数のトランジスタ上に平坦化膜を形成する工程と、
　前記平坦化膜上に、前記複数のトランジスタとそれぞれ電気的に接続される、複数の有
機エレクトロルミネッセンス発光素子を形成する工程と、を有し、
　前記有機エレクトロルミネッセンス発光素子を形成する工程が、
　前記平坦化膜上に複数の陽極を形成する工程と、
　前記複数の陽極の上面全体及び端面全体を覆うと共に、前記複数の陽極の前記上面及び
前記端面に接触するように有機層を形成する工程と、
　前記有機層上に陰極を形成する工程と、を有し、
　前記有機層を形成する工程が、
　斜方蒸着により、低分子材料を含む低分子有機層を形成する工程と、
　前記低分子有機層上に発光層を形成する工程と、を有し、
　前記低分子有機層は、隣り合った２つの前記陽極の間にある前記平坦化膜の全体と接触
する、
　ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法において、
　前記陽極に重畳しない箇所に設けられた前記低分子有機層の膜厚は、前記陽極に重畳す
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る箇所に設けられた前記低分子有機層の膜厚よりも大きい、
　ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項５】
　素子基板と、
　前記素子基板上に形成された複数のトランジスタと、
　前記複数のトランジスタ上に形成された平坦化膜と、
　前記平坦化膜上に形成され、前記複数のトランジスタとそれぞれ電気的に接続された複
数の有機エレクトロルミネッセンス発光素子と、を有し、
　前記有機エレクトロルミネッセンス発光素子が、
　前記平坦化膜上に形成された複数の陽極と、
　前記複数の陽極の上面全体及び端面全体を覆うと共に、前記陽極の前記上面及び前記端
面に接触するように設けられた有機層と、
　前記有機層上を覆う陰極と、を有し、
　前記有機層は、
　高分子材料を含む高分子有機層と、
　前記高分子有機層上に形成された発光層と、を有し、
　前記高分子有機層は、隣り合った２つの前記陽極の間にある前記平坦化膜の全体と接触
する、
　ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記陽極に重畳しない箇所に設けられた前記高分子有機層の膜厚は、前記陽極に重畳す
る箇所に設けられた前記高分子有機層の膜厚よりも大きい、
　ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項７】
　素子基板と、
　前記素子基板上に形成された複数のトランジスタと、
　前記複数のトランジスタ上に形成された平坦化膜と、
　前記平坦化膜上に形成され、前記複数のトランジスタとそれぞれ電気的に接続された複
数の有機エレクトロルミネッセンス発光素子と、を有し、
　前記有機エレクトロルミネッセンス発光素子が、
　前記平坦化膜上に形成された複数の陽極と、
　前記複数の陽極の上面全体及び端面全体を覆うと共に、前記複数の陽極の上面及び端面
に接触するように設けられた有機層と、
　前記有機層上を覆う陰極と、を有し、
　前記有機層は、
　低分子材料を含む低分子有機層と、
　前記低分子有機層上に形成された発光層と、を有し、
　前記低分子有機層は、隣り合った２つの前記陽極の間にある前記平坦化膜の全体と接触
する、
　ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記陽極に重畳しない箇所に設けられた前記低分子有機層の膜厚は、前記陽極に重畳す
る箇所に設けられた前記低分子有機層の膜厚よりも大きい、
　ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
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